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正門 UN準備OK 　ビックストン様に無線機渡し先端操作部説明

　　ウインチでホースつり上げ 先端操作部屋上設置 拡販済ウレタン吐出 　　　　　　2層目施工

2023年11月14:15日、東京都多摩市にある国士舘大学多摩南野キャンパスのUN施工を行いました。
1層目の14日は午前中で施工を終えましたが、翌2層目は気温硬化考慮し、午後からの施工スタートとなりました。
キャンパスに向かう、駅からの道は、見事に紅葉の木々が連なり、数日前より朝夕の気温差が激しくなり紅葉がいきなり
進んだ様子がうかがえました。
大学施設でのUN施工の楽しみの一つは学食メニュー見学ですが、誠に残念ながら多摩南野キャンパスは研究施設中心で
食堂はありませんでした😞、が、すぐ近くの多摩キャンパスには300円のカレーライスがあるそうで～す。
　施工店様は、撹拌済のウレタンを受ける一斗缶空缶の10㎏部分に隅を入れて均一な数量を保ち、各部、何缶使用とあらかじめ
設定し、どんどん施工が進んでいきます。運び手が戻るたびに、設定した各部に正のマークで適正な材料管理を行い
見事な施工を進めていました。
現場では様々工夫を凝らしながら、効率の良い段取りで施工を進めています。今後も施工店様と共に歩みを進めてまいります。

2023年4月1日より新たな化学物質規制が施行されることとなり
（本格施行は2024年4月より）

労働安全衛生法施行令の一部改正の概要とその対応の
講習会が11月14日（火）開催され、150名を超える
受講者が集まりました。

UNマシンオペレーターは、ウレタン材料の扱いを行いますが 　　　　　　　　保護メガネ

そのウレタンの主剤・硬化剤には、特化則・有機則等に
講習会資料 基づく個別具体的な措置義務があります。

今後は、ＵＮオペレーターは、オペレーティングを行うときに

ゴム手袋や保護メガネの使用が

必要となります！　でも

「安心してください。穿いてますから」

すでにオペレーターは

ゴム手袋と保護メガネは装備

しています。

　　　　　150名参加の講習会 安心してください穿いてますから 　　　　　　　　ゴム手袋

　　　　化研マテリアル営業推進部（ＵＮ・産廃・特販）ニュースレター

　銀の汗  Again
国士館大学多摩南野キャンパス

厚労省の新たな化学物質規制への専門工事業者の対応
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約10年使用したヘルメットが、汚れ等目立ち始め、

新たなヘルメット希望の声が上がりました。

UNオペレーターの第一の要望は、とにかく軽い　軽さがイチバン

とのこと。　現在使用している飛翔というヘルメットは425ｇあり

今回は365ｇのヘルメットで60ｇ軽量となりました。

この3年間で60ｇ以上、頭皮から毛根が去った、オペレーターは

「軽くて最高です」と叫びますが。

体重は増量気味だそうです。

天高く馬肥ゆる、秋　

　軽量ヘルメット：ST0169タイプ この繁忙期、記録更新のUN施工に取り組みます

　365ｇ ヒヒーン

特販で企画ブルゾンを行っていますが

その大元の製造を担当されている中国湖州市の貿易商社朱代表が

来日ご来社いただきました。（2014.8月より8年ぶり：銀の汗21号）

朱さんは日本語が堪能ですが、呉・郁さんは中国語のみ堪能です。
昼食を共にしましたが、食後のコーヒーは中国では、お茶か紅茶が
中心で、コーヒーは殆ど飲まないそうで、ですから現地ではコーヒー

は高値だそうです。お土産に本場のお茶をいただきました。（謝）

「ニーハオ、謝謝、ピンフ、ドラドラ」と流暢な中国語を駆使しながら
　　朱経理：呉さん：郁さん　特販：宮﨑担当 お土産で頂いたお茶 友好交流を終えることができました。ロン

産廃2トン車坂道上がりゴミ置き場へ。収集後何度も切り返す お客様の方で現場整理頂き、入口部広くなり、ゴミ積み込みと切り返しが楽になりました。

産廃収集運搬とUNマシンで大変お世話になっている、横浜のお客様のゴミ置き場は少し山の上の細い坂道の上にあります。
なれないドライバーが収集に伺ったとき、カラーコーンを含めた備品に当たらないように何度もハンドルを切り返し坂道を下ります
そこで、お客様に相談したところ、すぐに現場を整理していただき。みちがえるほど整理整頓されたゴミ置き場となりました。
ドライバーも楽に積み込め、切り返しも少なくハンドル操作が軽やかになりました。素早い対応誠にありがとうございました。

 ＵＮマシン.ＣＯＭサイトが起ちあがりました　　　　　　　　　www.un-machine.com yahoo検索ワード第1位（ウレタン・省力化など）

 ブログ銀の汗にＵＮの活動状況一部掲載しています　銀の汗バックナンバーも掲載　 ＵＮマシン 　にて検索

【sweat of silver】
特販チーム単月で一番売り上げの多い月は10月。春夏に比べて単価アップの秋冬物ユニフォーム関係が一番出る月というリズムが

今年の10月は大きく崩れました。その大きな原因は暖冬。振り返ると10月は夏布団で過ごし、日中は上着なしで活動していました。

日比谷公園にはTシャツ・短パンの外国人観光客が歩いています。Tシャツで紅葉を見たのは初めてとのニュースも流れました。

そんな暖かい日常の中、電熱ベスト等、欲しいとは思わないはずです。新提案なり、説得なり、セールストークを時間をかけて磨くことよりも
「夏は、かき氷、冬は毛皮」を売ることが単純で道理にかなっています。
ただ、このユニフォーム業界において数十年前より、夏に売上増を含め挑戦し、空調服を開発した人がいました。今、夏になると当たり前
のように空調服がでます。単価もバッテリーを含め秋冬物よりも高くなり、今後従来の10月が最高売上月から6.7月に変更可能性が十分にあります。
まさに数十年かけて市場を創造したのです。
世には挑戦をあきらめずに、市場を創造する人々がいます。もう変化は訪れないと思われるような業界でも、挑戦を諦めない人々がいます。
そう、可能性は無限！
お陰様で、20年前より市場に省力化提案した、ウレタン圧送UNマシンレンタルシステムも年々、認知とリピーター様が増え、「早くて、助かったよ」の
多くの声を頂いています。　2024年も皆様と共に、市場を創造してまいります。

TEL 03-5860-9981  FAX 03-6206-1607

産廃現場整理整頓ありがとうございます

軽量ヘルメット

中国湖州市より来日いただきました（謝）

　　　　化研マテリアル営業推進部（ＵＮ・産廃・特販）ニュースレター

　銀の汗  Again
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